
可

捌

小

院

佐

氷
山
で
、
人
も
多
く
損
じ
申
供
。
水
人
家
の
軒
迄
付
候
故
、
何
れ
も

や
ね
へ

上
り
命
を
助
り
巾
快
の
内
、
水
晶
L
K
候
紋
治
モ
く
候

τ
溺
死

の
男
女
方
々
に
有
之
。
共
様
子
承
候
へ
ば
不
使
干
高
成
俊
共
陀
御
肱

候
。
小
石
河
水
戸
殿
御
屋
敷
註
ど
も
共
通
り
に
候
。
私
縁
者
小
池
友

郡
玉
川
別
の
叩
酬
を
第
二
札
巾
候
と
て
‘
此
孔
子
の
需
を
引
申
上
は
、
吾

執
ν
射
立
〈
の
告
と
中
て
す
ま
し
に
意
得
た
る
に
て
御
座
候
。

何
れ
も
島

総
経
禅
此
類
に
て
候
。
此
俄
も
新
八
郎
へ
御
僻
建
可
被
下
供
。
先
日

新
八
郎
へ
前
模
牲
を
考
可
申
U
M
巾
地
侠
か
と
兜
巾
候
。
有
外
の
相
迷

に
て
候
。
荻
生
氏
な
ど
巾
儀
皆
此
制
聞
に
て
、
あ
ら
き
能
と
可
被
思
召

院
。
以
上
。

九

月

十

三

日

室

新

助

一
、
江
戸
小
石
川
大
洪
水
の
背
中

円
品
月
朔
日
日
泊
地
大
風
間
K
て
.

自

に
は
小
石
河
小
日
向
溢
大

一
の
訴
を
引
候
所
に
‘
吾
執
v
射
失
と
有
之
候
上
は
.
足
利
本
よ
ろ
し
く

一
候
。
朱
子
も
此
本
を
ば
M
A
不
被
申
故
、
何
の
愈
識
も
無
之
と
惣
七
申

候
故
.是
は
前
市
出
北
口
能
成
る
殺
州
制
に
布
候
故
、早
速
前
謀
説M
を
か
り
ょ

せ日比
巾
所
大
に
遼
ひ
申
候
。
吾
丘
詩
エ
ん
が
仰
に
は
、
孔
子
回
執
v
射
乎

執
ν
御
乎
と
ば
か
り
穆
候
て
、
下
の
吾
執
御
失
の
判
は
引
不
申
候。

右
七
時叫の
内
、
住
吉
本
も
有
之
供
。
印
板
の
本
も
文
字
の
形
・明
朝
以

来
と
は
格
別
の
物
に
供
問、

宋
叡
又
は
且
代
時
分
の
板
と
存
候
。
惣

て
印
坂
は
五
代
務
道
が
時
分
よ
り
起
り
申
・供
。
共
よ
り
前
は
皆
容
お

仕
巾
供
。
論
凱
川
。
貧
而
蛸
官
官
而
好
砲
と
ム
巾
所
.食
而
柴
道
作
間
而
釘
刑
制
と

時
間
り
は
紛
失
と
車中
有
倣
c
廿
内
外
文
選
な
ど
も
会
り
申
供
。
赴
は
金
部

文
庫
の
本
に
供
。
北
保
氏
政
共
時
分
の
足
利
の
住
持
に
締
線
開
被
申、

右
文
濯
を
足
利
製
校
へ
被
数
寄
進
候
。
末
陀
氏
政
の
名
印
有
之
供
。

上
候
成
、
左
の
泊
被
仰
下
候。

荻
生
惣
七
郎
宅
に
て
致
校
合
候
は
、
七
経
並
孟
子
に
て
御
一
也
候
。

七

経
は
五
経
K
孝
経
相
添
申
候
。

十
三
経
不
残
有
之
と
相
見
え
候
所
、

付
.
高
謄
版
・
汲
古
閑
版
等
と
校
合
異
同
を
被
第
考
候
。時
々
鳩
山
品
先

生
も
出
席
有
之
候
桜
に
被
仰
波
候
。
如
何
般
の
ι
首
位
陀
候
や
御
幣
巾

中
村
定
額
が
最
後
の
首
陀
向

τの
歌
也
。
共
身
鯨
世
の
歌
に
は
非
字
。

一
、
荻
生
惣
七
郎
の
論
草
川
校
合

江
M
l
F

相
川
間
厄
利
勝
校
区
古
版
の
十
三
経
の
残
本
山
骨
之
候
。
宋
元
以
前
の
印

本
と
相
見
、
或
は
お
本
も
有
之
回
目
。
山
品
夏
以
来
荻
生
惣
七
都
民
被
仰

一
本
最
終
の
太
岡
逃
磁
の
歌

本
長
銀
出
辿
訓
出
獄
、
か
L

る
時
さ
と
そ
命
の
宜
し
か
ら
め
の
一
首
は
、

可

税

小

説
巷

ブし
玉:

一
、
水
戸
様
御
上
屋
敷
御
殿
板
敷

一
尺
飴
水
上
り
申
候
。
百
聞
多
門

K
絞
き
有
之
門
一
つ
、
多
門

一
つ
品
川
倒
れ
、
共
時
往
来
参
り
か
L

り

候
人
馬
、大
門
の
内
へ
流
入
り

.mm死
の
者
五
十
人
許
も
有
之
総
。
翠

日
御
長
屋
水
付
申
所
を
考
候
へ
ば
・八
尺
許
陀
水
浸
り
候
。
矢
の
倉

御
米
山
肌
を
始
め
、
凡
河
岸
訟
に
布
之
貯
米
大
宇
田
間
米
に
成
供
。
俄
に
米

K
候
。
御
城
大
手
御
橋
板
へ
水
は
の
り
不
申
候
。
橋
板
よ
り
水
の
間
五

六
寸
許
も
可
有
之
候
。
雨
図
橋
・
同
所
新
橋
永
代
橋
・
浅
草
御
門
橋
・

柳
橋
新
し
橋
・
和
泉
総
・昌
平
栃
・小
石
川
御
門
橋
・飽
陵
椛
・と
ん
と

橋
凡
前
名
橋
十
八
街
所
、
小
橋
の
分
は
無
限
供
。

の
大
水
溢
れ
申
俄
前
代
未
聞
と
申
候。

町
方
は
水
道
す
き
と
破
れ
候

故
、
水
に
渇
き
候
て
今
以

τ是
正
致
欺
能
候
。
拙
者
共
康
政
も
井
新

政
仕
り
、
只
今
外
よ
り
水
も
ら
ひ
朝
夕
暮
し
申
都
民
候
。
以
上
。
九
月

十
三
日
お
御
問
勧
之
内

布
洪
水
の
趣
.
有
地
左
に
紀
之
。

‘

一
、
廿
丸
日
夜
中
よ
り
雨
降
出
、
衣
第

h
K

L
K

雨
強
く
.
朔
日
二
日
大

風
間
、

日
闘
の
下
刻
雨
止
巾
候
3

風
は
北
風
に
て
附
は
絞
如
雄
悦

輸
長
屋
は
地
高
く
候
故
知
別
僚
候
。
百
間
長
屋
の
方
春
日
町
の
方
花

見
出
在
候
者
共
は
‘
儲
陀
以
身
菟
候
開
聞
に
御
山
肌
候
。
御
披
下
へ
か
や
う

庇
人
波
り
候
向
。
公
俄
よ
り
も
何
角
御
幣
侠
儀
共
、
惣
七
郎
並
深
見

久
太
夫
左
ど
承
候
て
申
治
航
。
如
何
椋
の
人
口聞に
候
干
、
定
て
何
の

替
り
巾
悦
も
有
之
問
敷
と
存
候
。
布
の
阪
共
劣
酬
明
新
八
郎
へ
御
巡

の
時
分
、御
酬
明
可
被
下
候
。
先
頃
彼
方
K
て
執
ν
御
乎
執
ν
射
乎
五
口
執
ν
御

立
〈
と
有
之
候
所
、吾
執
ν
射
実
と
足
利
本
に
有
之
候
。
朱
子
も
執
'
御
に

し
て
任
せ
ら
れ
候
梓
共
、
卒
ひ
前
波
書
吾
丘
開時
正
が
停
に
.
此
給
部

り
有
之
候
。
蛍
地
の
聞
申
者
機
見
に
て
好
ν

呉
市
候
故
、
か
ゃ
う
の
儀
申

習
し
候
て
程
朱
を
談

P
申
候
。
民
日
承
依
へ
ば
長
崎
へ
沈
笠
施
と
巾

之
不
v
以
昌三
脚附日反
畠と
有
之
候
。
凡
L
も
よ
く
附
え
候
厳
に
は
候
停
止
ハ
・後

人
の
附
益
と
存
候
。
是
皆
か
吉
本
に
て
候
。
嘗
お
の
人
加
へ
申
に
過

有
之
候
。
道
字
只
今
の
本
に
は
見
え
不
小
川
駅
故
、
惣
じ
な
ど
秘
蔵
の

都
民
巾
候
て
、
楽
と
ば
か
り
有
之
候
故
、
孔
級
之
幾
何
事
ぞ
と
、
周
程

た
ど
余
裁
に
候
得
共
辺
市
道
と
有
之
候
へ
ば
.nz
k
て
何
の
余
議
も
不

入
部
と
巾
候
。
出
町
道
と
巾
は
い
か
に
し
て
も
趨
く
聞
え
巾
候。

円正
は

多
分
下
の
釘
般
に
謝
し
て
、
後
人
道
字
を
加
へ
巾
た
る
物
と
嶋中
存
候
。

共
朝刊
州
聞
に
は
、
共
所
何
口
安
が
解
に
、
た
ピ
柴
と
は
か
り
傘
候
て
道
字

は
無
之
候
。
然
れ
ば
刑制
後
人
之
了
簡
に
て
、
此
一
宇
を
加
へ
巾
・と
存

供
。
述
而
柑
仙
の
裁
=
一
隣
町
而
不
L
r三
附
一
反
A

の
所
も
.
m
申
=
一
間
-
而
示
ν

:iL 
四




